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2021年４月～2022年３月

Ⅰ．刊行物
Ⅱ．シンポジウム・講演会等
Ⅲ．購入図書
Ⅳ．寄贈図書（一社・日中新時代研究センターより）
Ⅴ．会　議
Ⅵ．人　事

Ⅰ．刊行物
＊国際問題研究所紀要第158号　2021年10月29日
 論説
 第四世代工業化と軍事工業化 佐　藤　元　彦
 エスニック・マイノリティと民族自治制度

── バングラデシュのチッタゴン丘陵とインドのミゾラム州の
民族自治制度を例として 下　澤　　　嶽

 貯蓄グループのセーフティ・ネット機能に関する一考察
──バングラデシュの農村の事例を基に 石　坂　貴　美

 中国におけるグローバル・ガバナンスの論理
──その「新時代」の意味について 王　　　広　涛

 中国におけるコンビニエンスストアのチャネル統合
──セブン‒イレブン北京と便利蜂の事例を中心に
 楊　　　　　晨

 研究ノート
 中国自動車産業発展期に見る “持つ者” と “持たざる者” の事業戦略

── トヨタから吉利汽車へエンジン供給をめぐる
事例のアプローチ 曽　根　英　秋

彙　　 報
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 和刻本『海国図志』諸版における底本の校正に関する一考察
 戸　谷　将　義

 翻訳
 リタ・フーバー =シュペール

「ドイツ市民社会における女性主体のクラブ・組合
──《長き19世紀》：1780‒1910年期の概観」⑴
 河野　眞（訳・解説）

 書評
 高橋五郎著『中国土地私有化論の研究─クライシスを超えて─』

 堀　口　　　正
 漢訳聖書研究の新たな地平を目指して

── 永井崇弘・塩山正純編（2021）『ラサール訳『嘉⾳遵𡂼

菩薩之語』─研究と影印・翻刻─』に寄せて 内　田　慶　市
 資料解説
 国連の広報政策の変化と愛知県図書館旧蔵国連資料の意義

 河　辺　一　郎
 彙報

＊国際問題研究所紀要第159号　2022年２月28日
 〈小特集〉 
「中国の『新たな都市化』を考える」

 特集にあたって 唐　　　燕　霞
 新型城镇化与乡愁 周　　　　　星

 就地城镇化还是异地城镇化

──论中国城镇化的“两基 ‒ 多维”模式 叶　　　继　红

 羌繍を売る女性たち
──災害復興と女性の就労 松　岡　正　子

 論説
 金井章次の民族協和論 森　　　久　男
 東パキスタン、カプタイダム建設と開発難民の60年

 下　澤　　　嶽
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 救貧法改革におけるマンクとマルサス 田　中　育久男
 “⽣活⾰命”视⾓下当代中国都市的饮茶⽂化

──以青岛市的“茶⼈”与“茶会”为例 刘　　　　　伟

 研究ノート
 国民形成と魯迅精神に関する議論の考察

──中国の国語教科書における魯迅作品の扱い 武　　　小　燕
 翻訳
 リタ・フーバー =シュペール

「ドイツ市民社会における女性主体のクラブ・組合
──《長き19世紀》：1780‒1910年期の概観」⑵
 河野　眞（訳・解説）

 石碑に刻まれた文献と台湾社会史研究 陳　小沖（蘆萍　訳）
 記録
 Portsmouth Explorations during Pandemic Times:

Continuing Adventures Out of Sasashima John Hamilton

＊国研叢書第５期第１冊
『亞太區域、兩岸關係與廈門金門角色：愛知大學 廈門大學 東吳大學 金門
大學 四校研討會論集』（アジア太平洋地域・両岸関係と廈門・金門の役
割：愛知大学・廈門大学・東呉大学・金門大学四大学シンポジウム論集）
　黄英哲・張羽・謝政諭・葉肅科［編］（著者17名）
　名古屋：あるむ ，2022.3

Ⅱ．シンポジウム・講演会等
・国際シンポジウム
　2022年３月２日（水）
 テーマ： 日中国交正常化50年記念シンポジウム 

世界の中の日中関係─「1972年体制」の地殻変動─
 司　会：加治宏基（愛知大学現代中国学部准教授・国研運営委員）
 開会挨拶： 佐藤元彦（愛知大学国際問題研究所所長・同大学経済学部

教授）
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 趣旨説明： 加治宏基
 基調講演： 「日中関係の来し方と行く末─東アジアの平和のゆくえ─」
 講演者： 高原明生（東京大学公共政策大学院教授）
　　パネルディスカッション：
 テーマ： 中国内政外交をど う捉えるか
 発表者： 唐亮（早稲田大学政治経済学術院教授）
 テーマ： 地殻変動の中の1972年体制と1965年体制
 発表者： 南基正（ソウル国立大学日本研究所教授）
 テーマ： 世界の中の日中関係─「1972年体制」の地殻変動─インド

の視角から
 発表者： 竹中千春（立教大学法学部教授）
 テーマ： 歴史の中の「1972年体制」
 発表者： 砂山幸雄（愛知大学現代中国学部教授・国研所員）
　　総括コメント： 阿部宏忠（愛知大学国際研究機構長・同大学現代中国

学部准教授）
 主　催： 愛知大学国際問題研究所
 共　催： 愛知大学国際研究機構
 後　援： （公財）大幸財団／（公財）愛知大学教育研究支援財団
 ※ 公益財団法人大幸財団「第38回学会等開催助成金」および 

公益財団法人愛知大学教育研究支援財団「2021年度学術講演会助
成金「知のミーティング助成金」」にて実施

・４大学合同国際シンポジウム
　2022年３月18日（金）
 再聚焦金廈─東亞地方、區域與全球　國際學術研討會
 司会： 黃秀端（東吳大學人文社會學院院長）
 VIP挨拶： 佐藤元彥（愛知大學國際問題研究所所長） 

 劉國深（廈門大學兩岸關係和平發展協同創新中心主任） 
葉肅科（金門大學社會工作學系副教授）

 セッション１モデレーター： 蔡秀涓（東吳大學政治學系主任）
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 テーマ： Discussion on the Journey of Identity Drift in the Novel of Li Ang 

from Folklore and Romance

 発表者： 謝靜國（東吳大學中國文學系助理教授）
 パネリスト： 高維泓（台灣大學外國語文學系教授）
 テーマ： 和平研究的論述與實務之可能
 発表者： 劉佩怡（金門大學國際暨大陸事務學系副教授兼主任）
 パネリスト： 宋筱元教授（警察大學國家安全前主任）
 テーマ： 正義戰爭與集體自衛權的論辯─以日本憲法第９條的討論為例
 発表者： 劉武政（金門大學和平研究中心博士後研究員）
 パネリスト： 劉冠効（金門大學國際曁大陸學系助理教授）
 テーマ： 中國正式對日宣戰後國人渉台論述的演 ─以《大公報》相關

評論為中心
 発表者： 陳忠純（廈門大學臺灣院歷史所所長）
 パネリスト： 黃英哲（愛知大學現代中國學部教授）
 セッション２モデレーター： 周怡君（東吳大學社會學系主任）
 テーマ： In Search for New Institutional Equilibrium?: The Transformation 

of the Corporate Pension Systems in Japan and Taiwan

 発表者： 葉崇揚（東吳大學社會學系副教授）
 パネリスト： KIM, Won-Sub (Professor, Head of Department of Sociology, 

Korea University)
 テーマ： 重返歷史・再現風華─《芝蘭山風雲》的創作始末與地方記憶

重構
 発表者： 沈惠如（東吳大學中國文學系副教授）
 パネリスト： 鄭得興（東吳大學社會學系副教授）
 テーマ： 老兵反共的記憶地圖與地方再現：1950年代顏嘉德在澎湖
 発表者： 鄭得興（東吳大學社會學系副教授）
 パネリスト： 葉肅科（金門大學社會工作學系副教授）
 テーマ： 大陸配偶選擇在臺長期居留而不申請定居與設籍之理由
 発表者： 葉肅科（金門大學社會工作學系副教授）
 パネリスト： 陳芬苓（台北大學社工系教授）
 セッション３モデレーター： 葉肅科（金門大學社會工作學系副教授）
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 テーマ： 世界衛生組織（WHO）的全球衛生行政與非國家主體：以台
灣為例

 発表者： 加治宏基（愛知大學現代中國學部准教授）
 パネリスト： 邱亞文（高雄醫學大學公共衛生學系教授）
 テーマ： 關係性視角下的金廈：反思西方中心論的節點
 発表者： 劉名峰（金門大學閩南文化碩士學位學程副教授兼主任）
 パネリスト： 鄭力軒（政治大學社會系副教授）
 テーマ： 『人民日報』にみる八二三砲戦─中国の視点からの一考察─
 発表者： 村上享二（愛知大學國際問題研究所客員研究員）
 パネリスト： 陳忠純（廈門大學臺灣院歷史所所長）
 テーマ： 水火相濟：烈嶼（小金門）至汶 的華人文化信仰遷移
 発表者： 侯建州（金門大學華語文學系助理教授）
 パネリスト： 沈惠如（東吳大學中國文學系副教授）
 主　催： 東吳大学人文社會學院
 共　催： 金門大學、廈門大學、愛知大學

・公開研究会
　2021年６月12日（土）
　第72回　愛知県世界史教育研究会「共通テストと新教科書を分析する」
 基調講演： 「入試問題の作り方─思考力・判断力・表現力を評価する

ために─」
 講演者： 延近充（慶應義塾大学経済学部元教授）
 発表 ①： 「「歴史総合」の教科書の分析とその特長を生かした授業づくり」
 発表者： 中田奈穂美（香蘭女学校中等科・高等科）
 　　　　 松木美加（神奈川県横須賀大津高等学校）
 　　　　杉浦美香（愛知県立津島高等学校）
 　　　　古澤美穂（大阪教育大学付属高等学校池田校舎）
 発表 ②：「共通テスト「日本史Ａ・Ｂ」の特徴と予想問題」
 発表者： 須藤絢美（愛知県立時習館高等学校）
 　　　　加藤健司（愛知県立天白高等学校）
 　　　　石川夏子（愛知県立刈谷高等学校）
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 発表 ③：「共通テスト「世界史Ａ・Ｂ」の特徴と予想問題」
 発表者： 湯真彦（滋賀県立膳所高等学校）
 　　　　井上智也（岐阜県立岐阜高等学校）
 　　　　保母崇（愛知県立緑丘高等学校）
 主　催： 愛知県世界史教育研究会
 共　催： 愛知大学国際問題研究所
 後　援： 愛知県教育委員会、高大連携歴史教育研究会

・公開研究会
　2021年10月30日（土）
　東海日中関係学会　2021年度　第１回公開研究会
 開会の辞・会長講話： 「中国共産党百年と日中関係」
 発表者： 川村範行（名古屋外国語大学名誉教授）
 発表Ⅰ： 「トヨタ中国進出百年戦略（1921～2020）」
 発表者： 曽根英秋（愛知大学国際問題研究所客員研究員）
 コメント： 李春利（愛知大学教授、東海日中関係学会理事）
 発表Ⅱ： 「在日香港人の現在─国家安全維持法１年」
 発表者： 浅井正智（中日新聞・東京新聞元上海支局長）
 コメント： 加藤直人（中日新聞論説委員、東海日中関係学会理事）
 閉会の辞： 小原道雄（東海日中関係学会理事、事務局長）
 主　催： 東海日中関係学会
 後　援： 中日新聞社、（一社）東海日中貿易センター、㈱名古屋銀行、

（一社）日中文化協会、愛知大学国際問題研究所

・公開研究会
　2021年12月18日（土）
　第74回愛知県世界史教育研究会
 基調講演： 「小著『ヒトラー─虚像の独裁者』について」
 講演者： 芝健介（東京女子大学名誉教授）
 発表 ①：「歴史総合の授業で三・一独立運動をどのように学ぶか」
 発表者： 中山拓憲（神奈川県立湘南高校）
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 発表 ②： 「子どもたちがみた『関東大震災』─なぜその絵を描いたの
か─」

 発表者： 伊藤和彦（名古屋市立名東高校）
 発表 ③： 「歴史総合におけるファシズムの教材化─大衆とファシズム

の関係性を検討する─」
 発表者： 浅井詩織（愛知県立日進西高校）
 発表 ④： 「平和を守るために必要なことは？─太平洋戦争の終戦に至

る日本の道程から考える─」
 発表者： 大房信幸（長野県立飯田高校）
 主　催： 愛知県世界史教育研究会
 共　催： 愛知大学国際問題研究所
 後　援： 愛知県教育委員会・高大連携歴史教育研究会

・公開研究会（国研プロジェクト「国連 SDGs の地域社会における産官
学連携による推進に関する研究─豊橋市への提言を含めて─（代表：河
辺一郎）」）

　2022年３月14日（月）
　国研プロジェクト・公開研究会「SDGs・大学・地域」
 司会と挨拶： 佐藤元彦（愛知大学経済学部教授、国研所員）
 報告①： 滋賀県立大学の事例
 報告者： 谷口嘉之（同大学地域共生センター地域連携コーディネー

ター）
 報告②： 豊橋技術科学大学の事例
 報告者： 市坪誠（同大学高専連携推進センター教授）
 報告③： 松本大学の事例
 報告者： 白戸洋（同大学総合経営学部教授）
 報告④： 中部大学の事例
 報告者： 羽後静子（同大学国際関係学部教授）
 総合討論①： 下澤嶽（静岡文化芸術大学教授、国研上席客員研究員）
 総合討論②： 鈴木誠（愛知大学地域政策学部教授、同地域連携室長）
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 総合討論③： 河辺一郎（愛知大学現代中国学部教授、プロジェクト代
表）

 主　催： 愛知大学国際問題研究所
 後　援： 愛知大学国際研究機構

・公開講演会
　2022年３月18日（金）
　　講　演： 『再接近する中国と北朝鮮──米中対立の狭間で「同盟」維

持へ』
 講演者： 堀田幸裕（一般財団法人霞山会主任研究員）
 コメンテーター： 河辺一郎（愛知大学現代中国学部教授、国研所員）
 主　催： 愛知大学国際問題研究所
 協　力： 愛知大学国際研究機構
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台
湾
銀
行
調
査
課

東
京

ゆ
ま
に
書
房

33
4.

42
2:

Z1
:1

0
11

20
21

43
11

00
11

2
南
北
満
洲
露
領
邦
人
発
展
史

木
野
清
一
郎

前
編

東
京

ゆ
ま
に
書
房

33
4.

42
2:

Z1
:1

1
12

20
21

43
11

00
12

9
南
北
満
洲
露
領
邦
人
発
展
史

木
野
清
一
郎

後
編

東
京

ゆ
ま
に
書
房

33
4.

42
2:

Z1
:1

2

13
20

21
43

11
00

13
6
営
口
日
本
人
発
展
史
：
建
国
十
周
年
記
念
出

版
営
口
商
工
公
会

東
京

ゆ
ま
に
書
房

33
4.

42
2:

Z1
:1

3

14
20

21
43

11
00

14
3
北
満
草
創
：
邦
人
発
展
史

佐
藤
四
郎

東
京

ゆ
ま
に
書
房

33
4.

42
2:

Z1
:1

4

15
20

21
43

12
00

01
0

Su
nf

lo
w

er
s a

nd
 u

m
br

el
la

s
G

ol
d,

 T
ho

m
as

 B
.

pb
k

B
er

ke
le

y
In

st
itu

te
 o

f E
as

t A
si

an
 

St
ud

ie
s, 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
C

al
ifo

rn
ia

36
1.

5:
G

61

16
20

21
43

12
00

02
7

W
ha

t i
s K

or
ea

n 
lit

er
at

ur
e?

K
w

on
, 

Yo
un

gm
in

pb
k

B
er

ke
le

y
In

st
itu

te
 o

f E
as

t A
si

an
 

St
ud

ie
s, 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
C

al
ifo

rn
ia

92
9.

1:
K

v

17
20

21
43

12
00

03
4

To
w

ar
d 

de
m

oc
ra

cy
: S

ou
th

 K
or

ea
n 

cu
ltu

re
 

an
d 

so
ci

et
y,

 1
94

5‒
19

80
K

im
, H

yu
nj

oo
pb

k
B

er
ke

le
y

In
st

itu
te

 o
f E

as
t A

si
an

 
St

ud
ie

s, 
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 

C
al

ifo
rn

ia
30

2.
21

:K
i3

1
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18
20

21
43

12
00

04
1

SI
PR

I y
ea

rb
oo

k:
 w

or
ld

 a
rm

am
en

ts
 a

nd
 

di
sa

rm
am

en
t

A
lm

qv
is

t &
 

W
ik

se
ll

20
21

St
oc

kh
ol

m
A

lm
qv

is
t &

 W
ik

se
ll

31
9.

8:
St

7

19
20

21
43

12
00

05
8

Th
eo

rie
s, 

co
nc

ep
ts

 a
nd

 d
is

ci
pl

in
ar

y 
ap

pr
oa

ch
es

 to
 to

ur
is

m
C

oo
pe

r, 
C

hr
is

to
ph

er
 P

.
Lo

s A
ng

el
es

SA
G

E
68

9.
3:

Th
3

20
20

21
43

12
00

06
5

A
pp

lic
at

io
ns

 o
f t

he
or

ie
s a

nd
 c

on
ce

pt
s t

o 
to

ur
is

m
C

oo
pe

r, 
C

hr
is

to
ph

er
 P

.
Lo

s A
ng

el
es

SA
G

E
68

9.
3:

A
59

21
20

21
43

12
00

07
2

To
ur

is
m

 a
nd

 re
lig

io
n:

 is
su

es
 a

nd
 

im
pl

ic
at

io
ns

B
ut

le
r, 

R
ic

ha
rd

, 
19

43
‒

hb
k

B
ris

to
l

C
ha

nn
el

 V
ie

w
 P

ub
lic

at
io

ns
68

9:
B

96

22
20

21
43

12
00

08
9

C
on

te
nt

s t
ou

ris
m

 a
nd

 p
op

 c
ul

tu
re

 fa
nd

om
: 

tra
ns

na
tio

na
l t

ou
ris

t e
xp

er
ie

nc
es

山
村
高
淑

hb
k

B
ris

to
l

C
ha

nn
el

 V
ie

w
 P

ub
lic

at
io

ns
68

9.
4:

Y
32

23
20

21
43

12
00

09
6

To
ur

is
m

, t
ra

ve
l, 

an
d 

bl
og

gi
ng

: a
 d

is
cu

rs
iv

e 
an

al
ys

is
 o

f o
nl

in
e 

tra
ve

l n
ar

ra
tiv

es
A

za
ria

h,
 D

ee
pt

i 
R

ut
h

hb
k

Lo
nd

on
R

ou
tle

dg
e

68
9:

A
99

24
20

21
43

12
00

10
2

To
ur

is
m

 a
nd

 su
st

ai
na

bi
lit

y:
 d

ev
el

op
m

en
t, 

gl
ob

al
is

at
io

n 
an

d 
ne

w
 to

ur
is

m
 in

 th
e 

Th
ird

 
W

or
ld

M
ow

fo
rth

, 
M

ar
tin

hb
k

Lo
nd

on
R

ou
tle

dg
e

68
9:

M
o9

7

25
20

21
43

12
00

11
9

Th
e 

fu
tu

re
 p

as
t o

f t
ou

ris
m

: h
is

to
ric

al
 

pe
rs

pe
ct

iv
es

 a
nd

 fu
tu

re
 e

vo
lu

tio
ns

Ye
om

an
, I

an
pb

k
B

ris
to

l
C

ha
nn

el
 V

ie
w

 P
ub

lic
at

io
ns

68
9.

2:
Y

69

26
20

21
43

12
00

12
6

To
ur

is
m

 re
se

ar
ch

 p
ar

ad
ig

m
s:

 c
rit

ic
al

 a
nd

 
em

er
ge

nt
 k

no
w

le
dg

es
M

un
ar

, A
na

 
M

ar
ía

B
in

gl
ey

, 
U

. K
.

Em
er

al
d

68
9:

M
u3

2

27
20

21
43

12
00

13
3

Th
e 

br
an

di
ng

 o
f t

ou
ris

t d
es

tin
at

io
ns

: 
th

eo
re

tic
al

 a
nd

 e
m

pi
ric

al
 in

si
gh

ts
C

am
ill

er
i, 

M
ar

k 
A

nt
ho

ny
, 1

97
6‒

B
in

gl
ey

Em
er

al
d

68
9.

3:
C

14

28
20

21
43

12
00

14
0

A
 re

se
ar

ch
 a

ge
nd

a 
fo

r t
ou

ris
m

 
ge

og
ra

ph
ie

s
E.

 E
lg

ar
C

he
lte

nh
am

E.
 E

lg
ar

68
9:

M
u2

9

29
20

21
43

12
00

15
7

R
om

an
ci

ng
 th

e 
w

ild
: c

ul
tu

ra
l d

im
en

si
on

s 
of

 e
co

to
ur

is
m

Fl
et

ch
er

, R
ob

er
t, 

19
73
‒

pb
k

D
ur

ha
m

D
uk

e 
U

ni
ve

rs
ity

 P
re

ss
68

9:
F3

2

30
20

21
43

12
00

16
4

B
la

nc
he

 e
t B

le
ue

, o
u 

le
s d

eu
x 

co
ul

eu
re

s-
fé

es
: r

om
an

 C
hi

no
is

Ju
lie

n,
 S

ta
ni

sl
as

Pa
ris

C
ha

rle
s G

os
se

lin
92

3:
J9

3
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31
20

21
43

12
00

17
1

A
 c

en
tu

ry
 o

f t
ra

ve
ls

 in
 C

hi
na

: c
rit

ic
al

 
es

sa
ys

 o
n 

tra
ve

l w
rit

in
g 

fr
om

 th
e 

18
40

s t
o 

th
e 

19
40

s
K

er
r, 

D
ou

gl
as

pb
k

H
on

g 
K

on
g

H
on

g 
K

on
g 

U
ni

ve
rs

ity
 

Pr
es

s
29

2.
2:

K
e5

8

32
20

21
43

12
00

18
8

N
or

di
c 

pe
rs

pe
ct

iv
es

 o
n 

na
tu

re
-b

as
ed

 
to

ur
is

m
: f

ro
m

 p
la

ce
-b

as
ed

 re
so

ur
ce

s t
o 

va
lu

e-
ad

de
d 

ex
pe

rie
nc

es
Fr

ed
m

an
, P

et
er

ca
se

d
C

he
lte

nh
am

Ed
w

ar
d 

El
ga

r P
ub

.
68

9:
F4

6

33
20

21
43

12
00

19
5

B
hu

ta
n:

 c
on

se
rv

at
io

n 
an

d 
en

vi
ro

nm
en

ta
l 

pr
ot

ec
tio

n 
in

 th
e 

H
im

al
ay

as
Ts

he
w

an
g,

 U
gy

en
C

ha
m

Sp
rin

ge
r

51
9.

82
5:

Ts
12

34
20

21
43

12
00

20
1

N
o 

po
ve

rty
Le

al
 F

ilh
o,

 W
al

te
r

C
ha

m
Sp

rin
ge

r
36

8.
2:

N
91

35
20

21
43

12
00

21
8

Su
st

ai
na

bl
e 

ci
tie

s a
nd

 c
om

m
un

iti
es

Le
al

 F
ilh

o,
 W

al
te

r
C

ha
m

Sp
rin

ge
r

51
8.

8:
Su

79
36

20
21

43
12

00
22

5
Li

fe
 o

n 
la

nd
Le

al
 F

ilh
o,

 W
al

te
r

C
ha

m
Sp

rin
ge

r
51

9.
8:

L6
2

37
20

21
43

12
00

23
2

Pe
ac

e,
 ju

st
ic

e 
an

d 
st

ro
ng

 in
st

itu
tio

ns
Le

al
 F

ilh
o,

 W
al

te
r

C
ha

m
Sp

rin
ge

r
31

9.
8:

P3
1

38
20

21
43

12
00

24
9

Pa
rtn

er
sh

ip
s f

or
 th

e 
go

al
s

Le
al

 F
ilh

o,
 W

al
te

r
C

ha
m

Sp
rin

ge
r

51
9:

P2
5:

1
39

20
21

43
12

00
25

6
Pa

rtn
er

sh
ip

s f
or

 th
e 

go
al

s
Le

al
 F

ilh
o,

 W
al

te
r

C
ha

m
Sp

rin
ge

r
51

9:
P2

5:
2

40
20

21
43

13
00

01
7
現
代
西
藏
史
：

19
57
‒1

95
9

G
ol

ds
te

in
, 

M
el

vy
n 

C
.

香
港

香
港
中
文
大
學
出
版
社

22
2.

9:
G

61

41
20

21
43

13
00

02
4
臺
灣
體
育
史
：
日
治
時
期

竹
村
豊
俊

上
冊

臺
北

教
育
部
體
育
署
/臺
北
：
中

央
研
究
院
臺
灣
史
研
究
所

78
0.

22
2:

Ta
63

:1

42
20

21
43

13
00

03
1
臺
灣
體
育
史
：
日
治
時
期

竹
村
豊
俊

下
冊

臺
北

教
育
部
體
育
署
/臺
北
：
中

央
研
究
院
臺
灣
史
研
究
所

78
0.

22
2:

Ta
63

:2

43
20

21
43

13
00

04
8
《
香
港
日
佔
時
期
課
本
：
初
小
公
民
（
一
九

四
三
中
文
）》
《
嚴
重
的
香
港
（
一
九
三
八
中

文
）》
《
香
港
事
情
（
一
九
一
七
日
文
）》
合
刊
香
港
占
領
部
總
督

府
平
裝

香
港

心
一
堂

30
2.

22
3:

X
39

44
20

21
43

13
00

05
5
公
園
地
景
百
年
流
轉
：
都
市
計
畫
下
的
臺

北
，
邁
向
現
代
文
明
的
常
民
生
活
史

林
芬
郁

台
北

英
屬
蓋
曼
群
島
商
家
庭
傳
媒

股
份
有
限
公
司
城
邦
分
公
司

51
8.

8:
L2

9

45
20

21
43

13
00

06
2

上
海
城
区
史

苏
智
良
（

19
56
‒ ）

上
册

［
上
海
］

学
林
出
版
社

22
2.

21
:S

94
:1

46
20

21
43

13
00

07
9

上
海
城
区
史

苏
智
良
（

19
56
‒ ）

中
册

［
上
海
］

学
林
出
版
社

22
2.

21
:S

94
:2

47
20

21
43

13
00

08
6

上
海
城
区
史

苏
智
良
（

19
56
‒ ）

下
册

上
海

学
林
出
版
社

22
2.

21
:S

94
:3
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48
20

21
43

13
00

09
3
中
共
年
報

「
中
共
年
報
」
編

輯
委
員
會

20
21

（
20

20
.1
‒

20
20

.1
2 ）

新
北

中
共
研
究
雑
誌
社

05
9.

22
:Z

35
:2

02
1

49
20

21
43

13
00

10
9

外
国
所
绘
近
代
中
国
城
市
地
图
总
⽬
提
要

李
孝
聰
（

19
47
‒ ）

上
册

上
海

中
西
書
局

29
2.

2:
L9

1:
1

50
20

21
43

13
00

11
6

外
国
所
绘
近
代
中
国
城
市
地
图
总
⽬
提
要

李
孝
聰
（

19
47
‒ ）

下
册

［
上
海
］

中
西
書
局

29
2.

2:
L9

1:
2

51
20

21
43

13
00

12
3
蔣
經
國
大
事
日
記

蒋
經
國
（

19
10
‒

19
88
）

19
73

香
港

開
源
書
局
出
版
/台
北
：
民

國
歴
史
文
化
學
社

22
2.

40
7:

J4
3:

19
73

52
20

21
43

13
00

13
0
蔣
經
國
大
事
日
記

蒋
經
國
（

19
10
‒

19
88
）

19
74

香
港

開
源
書
局
出
版
/台
北
：
民

國
歴
史
文
化
學
社

22
2.

40
7:

J4
3:

19
74

53
20

21
43

13
00

14
7
蔣
經
國
大
事
日
記

蒋
經
國
（

19
10
‒

19
88
）

19
75
‒1

97
6

香
港

開
源
書
局
出
版
/台
北
：
民

國
歴
史
文
化
學
社

22
2.4

07
:J4

3:1
97

5/1
97

6

54
20

21
43

13
00

15
4
蔣
經
國
大
事
日
記

蒋
經
國
（

19
10
‒

19
88
）

19
77

香
港

開
源
書
局
出
版
/台
北
：
民

國
歴
史
文
化
學
社

22
2.

40
7:

J4
3:

19
77

55
20

21
43

13
00

16
1
蔣
經
國
大
事
日
記

蒋
經
國
（

19
10
‒

19
88
）

19
78

香
港

開
源
書
局
出
版
/台
北
：
民

國
歴
史
文
化
學
社

22
2.

40
7:

J4
3:

19
78

56
20

21
43

13
00

17
8

西
醫
來
華
⼗
記

蘇
精
（

19
46
‒ ）

北
京

中
华
书
局

49
0.

22
2:

S4
0

57
20

21
43

13
00

18
5

汕
頭
近
代
城
市
地
图
集

谢
湜
（

19
81
‒ ）

北
京

科
学
出
版
社

29
2.

23
2:

X
70

58
20

21
43

13
00

19
2

清
代
服
饰
制
度
与
传
世
实
物
考

李
⾬
来
（

19
52
‒ ）

男
装
卷

上
海

東
華
大
學
出
版
社

38
3.

1:
L9

4
59

20
21

43
13

00
20

8
清
代
服
饰
制
度
与
传
世
实
物
考

李
⾬
来
（

19
52
‒ ）

⼥
装
卷

上
海

東
華
大
學
出
版
社

38
3.

1:
L9

4

60
20

21
43

40
00

01
3
共
榮
報
：［
華
文
版
］　
「
復
刻
共
榮
報
：
一

九
四
二
至
一
九
四
五
年
」

津
田
浩
司

19
43

（
43

5‒
48

7 ）
臺
北

（
東
京
）

漢
珍
數
位
圖
書

（
ゆ
ま
に
書
房
（
発
売
））

07
0.

22
2:

G
71

61
20

21
43

40
00

02
0
共
榮
報
：［
華
文
版
］　
「
復
刻
共
榮
報
：
一

九
四
二
至
一
九
四
五
年
」

津
田
浩
司

19
43

（
48

8‒
54

0 ）
臺
北

（
東
京
）

漢
珍
數
位
圖
書

（
ゆ
ま
に
書
房
（
発
売
））

07
0.

22
2:

G
71

62
20

21
43

40
00

03
7
共
榮
報
：［
華
文
版
］　
「
復
刻
共
榮
報
：
一

九
四
二
至
一
九
四
五
年
」

津
田
浩
司

19
44

（
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Ⅴ．会　議
2021年度
 ＊運営委員会
 2021年４月15日　　　　　　（第１回）オンライン会議
 2021年４月30日～５月６日　（第２回）メール会議
 2021年５月20日　　　　　　（第３回）オンライン会議
 2021年５月27～28日　　　　（第４回）メール会議
 2021年７月５日　　　　　　（第５回）オンライン会議
 2021年７月19～23日　　　　（第６回）メール会議
 2021年８月７～９日　　　　（第７回）メール会議
 2021年９月13日　　　　　　（第８回）オンライン会議
 2021年９月21～22日　　　　（第９回）メール会議
 2021年９月30日　　　　　　（第10回）オンライン会議
 2021年10月18日　　　　　　（第11回）オンライン会議
 2021年11月４日　　　　　　（第12回）オンライン会議
 2021年11月８～11日　　　　（第13回）メール会議
 2021年11月15日　　　　　　（第14回）オンライン会議
 2021年11月25日～12月１日　（第15回）メール会議
 2021年12月３～６日　　　　（第16回）メール会議
 2021年12月24日～１月６日　（第17回）メール会議
 2022年１月26日～２月２日　（第18回）メール会議
 2022年２月16～22日　　　　（第19回）メール会議
 2022年３月１日　　　　　　（第20回）オンライン会議
 2022年３月28～30日　　　　（第21回）メール会議

 ＊所員会議
 2021年４月22日　　　　　　（第１回）オンライン会議
 2021年12月６～10日　　　　（第２回）メール会議
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Ⅵ．人　事
2021年度
 ＊所長
 佐藤　元彦　（経済学部教授）

 ＊運営委員
 岩田　晋典　（国際コミュニケーション学部教授）
 太田　幸治　（経営学部教授）
 塩山　正純　（国際コミュニケーション学部教授）
 加治　宏基　（現代中国学部准教授）
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2021年度　国際問題研究所所員
 （五十音順）

氏　名 所 属 職 担当科目・研究テーマ（専門分野）
安 部　　 悟 現代中国学部教授 国家戦略としての孔子学院と HSK

李　　 泰 王 経済学部教授 韓国経済論、東北アジア経済論

飯 島 幸 子 国際コミュニケーショ
ン学部助教

「ドイツ統一」に関するライフヒストリー
研究

石 口　　 修 法科大学院教授 日本と欧州各国における私法学の発達と
展開

○ 岩 田 晋 典 国際コミュニケーショ
ン学部教授

現代日本社会における国際観光・東亜同
文書院大旅行におけるアジア経験

William Brooks 国際コミュニケーショ
ン学部准教授

国際経営分野、社会経済、外国人移民労
働者（技能実習生と特定技能外国人労働
者）の研究

※ 打 田 委 千 弘 経済学部教授 応用計量経済学、沖縄の拡大家族に関連
する理論・実証研究

○ 太 田 幸 治 経営学部教授 エンターテインメントのマーケティング
研究

○ 加 治 宏 基 現代中国学部准教授 国連における中国の対外政策研究

加 納　　 寛 国際コミュニケーショ
ン学部教授

日本・アジア生活文化論、東洋史（タイ
文化史）

鎌 倉 義 士 国際コミュニケーショ
ン学部教授

日本国内の南米系移民の諸問題および教
育現場での移民子女に対する教育

川 井 伸 一 経営学部教授 中国経営論、中国企業社会論
河 辺 一 郎 現代中国学部教授 国連問題、国連政策を中心にした日本外交
川 村 亜 樹 現代中国学部教授 アメリカにおける「人種」問題

葛 谷　　 登 経済学部教授 比較思想文化論、中国におけるキリスト
教の受容の歴史

桑 島 由 美 子 経済学部教授
グローバル化の中での中国の思想・文
化・学術の比較研究、東アジアの地域文
化研究

黄　　 英 哲 現代中国学部教授 中国現代文学作家研究、台湾近現代史・台
湾文学

高　　 明 潔 現代中国学部教授
①中国地域社会・少数民族に関する人類
学的研究
②中国東北部・モンゴルを中心とする北
東アジアにおける生態人類学的研究

※ 小 崎　　 隆 国際コミュニケーショ
ン学部教授

持続的発展目標達成に向けた成約要因の
国際比較研究

◎ 佐 藤 元 彦 経済学部教授 貧困削減におけるマイクロファイナンス
と OVOPの役割
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○ 塩 山 正 純 国際コミュニケーショ
ン学部教授

近代西洋人による中国語研究史・異文化
翻訳史及び東亜同文書院生をはじめとす
る近代日本青年の南方体験について

清 水 伸 子 経済学部准教授 ロシア語、19世紀ロシア美術

須 川 妙 子 短期大学部教授 日本の食の文化、食の思想に関する諸外
国との相互関係について

※ 杉 浦 裕 晃 経済学部教授 女性の活躍推進に向けた国際比較研究

鈴 木 規 夫 国際コミュニケーショ
ン学部教授

国際文化関係論、政治哲学、イスラーム
研究、平和研究

砂 山 幸 雄 現代中国学部教授 現代中国における文化変容の総合的研究
薛 　 　 鳴 現代中国学部教授 社会言語学の観点から見る中国語の変容

竹 内 晴 夫 経済学部教授
①中央銀行の「最後の貸手」機能とその
限界②雇用システムないし非正規雇用の
比較研究

田 中 英 式 経営学部教授 国際市場における日本企業と後発国企業
との競争

※ 田 森 雅 一 国際コミュニケーショ
ン学部教授

①グローバリゼーションと社会文化変容
に関する文化人類学的研究②南アジアに
おける国民文化形成とナショナリズムに
関する社会歴史的研究③宗教対立と文化
共生に関する学際的研究④アジア伝統文
化およびサブカルチャーに関する比較研
究

地 村 み ゆ き 経営学部助教 アメリカ先住民史、アメリカ先住民表象

唐　　 燕 霞 現代中国学部教授 アジア社会論、中国の都市基層社会の自
治について

土 橋　　 喜 現代中国学部教授
インターネットの安全性につての国際的
取組と情報通信産業の果たす役割に関す
る研究

中 尾　　 浩 法学部教授 コーパスによるフランス語の語彙構造研究

永 田 道 弘 国際コミュニケーショ
ン学部教授 フランス映画にみる文化と社会

藤 森　　 猛 現代中国学部准教授 東アジア（中国・韓国・日本など）の大
衆芸術および中国語語彙研究

松 岡 正 子 現代中国学部教授
汶川地震（2008年５月12日四川省で発
生）後のチャン族の生活と社会の再建、文
化資源の復興を通してみる国家と小民族

三 好　　 章 現代中国学部教授 日中戦争、中国近現代史

吉 垣　　 実 法学部教授 英米の司法制度（特に民事手続法）、法
整備支援、韓国の司法制度

吉 川　　 剛 現代中国学部准教授 中国における法意識・法文化ならびに法
制建設に関する研究
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李 　 秀 法学部教授 会社法、コーポレートガバナンスにおけ
る機関投資家の役割

李 　 春 利 経済学部教授 中国経済論、国際産業論
劉 　 柏 林 現代中国学部教授 中日ビジネス会話、日中言語と文化の比較

 ◎…所長、○…運営委員
 ※…新所員
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2021年度　国際問題研究所名誉研究員
 （五十音順）

氏　名 研究テーマ
浅 尾　　 仁 比較経済体制論
伊 東 利 勝 歴史学、東南アジア近世史論
今 泉 潤 太 郎 中国語・日本語語彙対照研究
加 々 美 光 行 中国現代中国政治思想・東アジア国際政治・中国の民族問題
河 野　　 眞 比較文化、ヨーロッパ民俗学、観光研究
嶋 倉 民 生 中国・日中の政治・経済問題
John Hamilton Politics, Philosophy, Economics、コミュニケーション英語
陶 山 信 男 日・中・韓三国の言語と文化の本質
髙 橋 五 郎 国際社会調査論、中国・アジアの農業・食糧問題

高 橋　　 正 市場経済と持続可能な社会・国際協同組合運動の現状と展望・
世界の食料需要動向と食の安全性

田 﨑 哲 郎 アジアにおける牛痘法の普及・千歳丸の研究

谷　　 光 隆 東亜同文会及び東亜同文書院の各種刊行物、並びに支那調査報
告書稿本の中に見えるアヘン関係記事の集録

張　　　 琢 中国史概説、中国社会学、中国農業論

中 島 敏 夫 中国文学研究・中国文学史研究・中国神話学研究・中国文学理
論研究・中国唐詩研究

馬 場　　 毅 日中関係史・日中戦争史・中国水利史
樋 野 芳 雄 国際政治論、現代国際政治、思想の変容

藤 城 和 美 イギリス保守主義の研究（バークからサッチャーまで）・小岩
井淨の政治学とアジア研究・朝鮮問題研究

藤 田 佳 久 地理学
古 澤 賢 治 日中韓の国際関係をめぐる動きと今後について
保 住 敏 彦 近代経済思想史、近代経済学史
宮 崎 鎮 雄 DOR（東ドイツ）労働法の歴史的意義と問題の所在
三 好 正 弘 国際法・領土、国境紛争

村 松 幸 広 中国と日本の小売流通と消費者行動に関する比較研究およびグ
ローバルな視点からの流通研究

森　　 久 男 中国根拠地経済史、中国経済史、蒙彊政権の研究
山 本 一 巳 発展途上国経済論

 ※今年度から
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2021年度　国際問題研究所上席客員研究員
 （五十音順）
氏　名 推薦者 研究テーマ

近 藤 潤 三 佐 藤 元 彦 ドイツ現代政治史とくに第二次世界大戦終結後の占領期の
日独比較研究

下澤　 嶽 佐 藤 元 彦 日本の国際協力 NGOの課題と必要とされる将来像

謝　 政諭 黄　 英哲 ①東亞近年和平議題的探討
②東北亞與東南亞移民與華人文化

周 星 松 岡 正 子 新型都市化と中国社会の変容
田　 炳西 吉垣　 実 日韓・韓日の司法制度をめぐる現代的問題点の研究
藤 澤 宏 樹 吉垣　 実 低所得世帯教育費支援法制の公法学的実証的研究
松本はる香 黄　 英哲 冷戦時代の台湾海峡危機をめぐる米台関係の史的展開

葉　 継紅 松 岡 正 子
“Rural Revitalization and Urban-Rural Tntegration and 
Development in China”,“Urbanization and Community 
Transformation in China”

李 青 吉川　 剛 日中における近代型法制継受と整備についての諸課題
劉　 国深 黄　 英哲 中国政府の台湾地区への関与及びその外部要因

※上席客員研究員制度は、2021年度に国際問題研究所規程の変更により新設されました。
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2021年度　国際問題研究所客員研究員
 （五十音順）
氏　名 推薦者 研究テーマ
石 坂 貴 美 佐 藤 元 彦 国際開発（セーフティ・ネット、金融包摂）
石 田 卓 生 黄　 英哲 東亜同文書院の中国語教育についての研究

伊藤ひろみ 松 岡 正 子 生前準備される棺（孝の観念と葬儀や祖先祭祀儀礼との関
わり）

武　 小燕 薛 嗚 習近平時代の教育政策と現実
王 盈 鈴 木 規 夫 信仰と平和をめぐる中日知的ネットワークの構築

王　 広涛 加 治 宏 基 中国におけるグローバル・ガバナンスの論理と日中協力の
可能性について

王 芳 佐 藤 元 彦 東アジア金融の一体化
柏 木 豊 美 松 岡 正 子 西南中国の少数民族の神話研究─ラフ族を中心として

上 木 敏 正 高　 明潔 レーガン政権期におけるアメリカ国内M & A活動の調査・
分析

川 口 洋 史 加納　 寛 外交文書から見た18世紀末19世紀初頭におけるタイ・ベ
トナム関係

菊 地 俊 介 三好　 章 日中戦争期における日本の対華北占領統治と「日華親善」
の諸相

虞 萍 高　 明潔 近現代日中知識人の交流
呉　 傑華
（吴杰华） 黄　 英哲 江西环境史研究

江 暉 三好　 章 日中国民が抱く相互イメージの形成及びその歴史的プロセ
スに関する研究

坂井田夕起子 黄　 英哲 近現代東アジアの仏教と戦争、国際関係について
佐 藤 一 道 松 岡 正 子 曹洞宗の満州開教

志 賀 吉 修 葛谷　 登 グラッドストンの NAVAL EXPENDITURE─「海軍予算増
額問題」

嶋田　 聡 黄　 英哲 台湾近代史研究、日本統治期台湾文学研究、中国近現代文
学研究

周 橋 黄　 英哲 サイバー抑止が失敗したら：サイバー攻撃及び諜報活動が
起こった後の国家反応の決定要因

徐 青 鈴 木 規 夫 梁漱溟と近代日本

暁 敏 佐 藤 元 彦 中国の農村・牧畜区における複合化発展モデルに関する研
究─内モンゴル自治区を例にして

Sirinud 
Kucharoenphaibul 加納　 寛 日本－タイにおける地域による高齢化社会への対応

宋　 暁煜 黄　 英哲 近代中日両国における人種論と受容と展開
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曽 根 英 秋 唐　 燕霞 トヨタの中国事業体の事業戦略課題と対策を実証例とし
て、中国進出日系企業の競争力強化を検討・分析

高 木 秀 和 黄　 英哲
①20世紀の中国辺境地域の地域変容に関する研究
②近代日本と長江流域都市間における水産物流通に関する
研究

武 井 義 和 加々美光行
①第二次世界大戦終結以前の中国上海における朝鮮人社会
②孫文支援者・山田純三郎の中国における活動および日中
関係観

田中育久男 竹 内 晴 夫 19世紀初頭のイングランド救貧法改革をめぐる論争とマ
ルサスの思想

野口　 武 三好　 章 ①清末期山東省の行政変容
②日清貿易研究所における同時代的評価の検討

橋本　 悟 黄　 英哲 東アジア（中国・日本・韓国・台湾）の比較文学・文化・
思想研究

長谷川　怜 三好　 章 東亜同文書院生の調査・研究旅行報告書の再検討
馬 場 公 彦 鈴 木 規 夫 日中関係論・現代中国論・メディア論
日野みどり 黄　 英哲 現代中国社会論、香港・華南研究、食文化研究
広 中 一 成 三好　 章 近代日中関係史、日中戦争史、東亜同文書院大学史

古 村 治 彦 鈴 木 規 夫 2020年アメリカ大統領選挙：アメリカ分断はどこまで進
行しているのか、どこまで進行するのか

星 野 靖 雄 李　 春利 企業合弁、合併・買収、完全子会社の国際経営比較
細 萱 伸 子 唐　 燕 霞 グローバルな労働市場のあり方とグローバルなキャリア形成

堀 田 幸 裕 三好　 章 日本、中国、そして朝鮮半島を中心とした東アジアの国際
関係

松下佐知子 三好　 章 愛知県豊橋市における聯隊・師団の実体と市民との関係
村 上 享 二 三好　 章 中国の国際関係

村 瀬 正 幸 加納　 寛
日本の2018年告示新教育課程における歴史系科目の構成
原理と教員研修プログラムの開発─英米独の歴史教育課程
の比較研究から─

余　 湘萍 砂 山 幸 雄 A Study on the Development Strategies of Jpanese Cultural Soft 
Power

吉 野 孝 義 吉 垣 実 民事法（民法、民事訴訟法）の比較法的検討、わが国の裁
判実務への示唆

吉 原 和 男 松 岡 正 子 東南アジア、北米の華僑華人団体、および華僑華人の宗教
羅　 椿詠 加納　 寛 民国時期における日本人青年の中国経験と文化交流について
劉 黎 三好　 章 日中戦争期間中の中国における日本文化人の群像
仁 欽 高　 明潔 現代中国の民族政策と民族問題─内モンゴルを中心に─
林 涛 黄　 英哲 船を用いた送り盆行事にみる文化交渉
Kenneth R. 
Robinson 松 岡 正 子 Korean-Japanese Relations in the Fifteenth and Sixteenth 

Centuries
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2021年度　厦門大学との部局間協定に基づく客員研究員

氏　名 研究テーマ 備考

王　思穎 日本の保険資金運用監督制度の研究 両岸関係和平発展
協同創新センター

李　朝霞 台湾「総督府」と日本人を観察視点として：日本植民
地時期の歌謡の整理と再編

両岸関係和平発展
協同創新センター

賴　清波
日本の人類学者による山岳旅行叙述が台湾自然叙述創
作に与えた影響──鹿野忠雄、伊能嘉矩、鳥居龍藏、
森丑之助を中心とする検討

両岸関係和平発展
協同創新センター

張　振楠 日本植民地時期における台湾『理番』（原住民管理）
政策及び山地社会研究

両岸関係和平発展
協同創新センター

趙　軍倉 日本知識人による台湾少数民族の叙述 両岸関係和平発展
協同創新センター

陳　慶鵬 台湾企業による対外投資の効率研究 両岸関係和平発展
協同創新センター

黃　俊淩 日本植民地時期における台湾と沖縄関係（1895‒1945） 両岸関係和平発展
協同創新センター

何　曉繁 台湾家庭におけるマルチメディアの使用環境と使用状
況が台湾青少年のメディアリテラシーにもたらす影響

両岸関係和平発展
協同創新センター

李 対立と合意：両岸メディアにおける張学良イメージの
変遷研究（1914‒2001）

両岸関係和平発展
協同創新センター

陳　忠純
1930年代、山川均や矢内原忠雄らによる台湾に関す
る論述の中国大陸における伝播及びその影響の初歩的
検討

両岸関係和平発展
協同創新センター

石　正方 二十一世紀の台日経済貿易関係の発展とその影響研究 両岸関係和平発展
協同創新センター

薛　永慧 日本の裁判官の職務監督制度 両岸関係和平発展
協同創新センター

楊 芳 日本の福島原発事故後の日台原子力政策の比較 両岸関係和平発展
協同創新センター

王　琪穎 明治新聞に映る日清戦争と台湾 両岸関係和平発展
協同創新センター

劉　文戈 日本の移民管理法体制と台湾住民特有の日台二重国籍
の法律問題研究

両岸関係和平発展
協同創新センター

刘 奎 台湾漢詩人の日本文壇における影響（1895‒1937） 両岸関係和平発展
協同創新センター

陳　小沖 東亜同文会と台湾 両岸関係和平発展
協同創新センター
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補助研究員名簿（2021年度）
 （五十音順）
氏　名 指導教授 研究テ－マ

飯 田 直 美 松 岡 正 子 李紹明口述『変革社会中的人生予学術』にみる中国少数民
族研究について

徐 佳 塩 山 正 純 中国のネット言語における語呂合わせについての語用論的
分析─新タイプの語呂合わせを注目して

寺田実智子 加納　 寛 国際関係から見た日本におけるタイ語教育の社会的位置付
け

戸 谷 将 義 塩 山 正 純 中国語における日本語借用の通時的研究

楊 晨 李　 春利 ①中国におけるコンビニエンスストアの販売システムの変遷
②小売業販売システムの変容に関する日中比較

劉 偉 唐　 燕霞 “南茶北引” 現代青島市茶文化の導入及び変容
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